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雨上がりの町民体育祭
10月９日、町民グラウンドで第53回鞍手町民体育祭が行われ
ました。前日には夜中まで雨が降り続いたため、体育祭の開催が
危ぶまれましたが、選手たちの熱い思いが届いたのか雨雲は退散。
秋の日差しに包まれる中、都甲　開さん（本町区）の選手宣誓を
皮切りに、町民体育祭の全プログラムが無事行われました。
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一般会計の収入総額は、71 億 6,861 万円です。収入は、自主財源と依存財源に分けることができます。
自主財源は、町税や使用料・手数料、財産収入、繰越金、繰入金など、町が独自に収入した財源で、平成 27 年度は 23 億 7,176

万円。そのうち町税は 17 億 4,419 万円で、収入全体の 24.3％を占めています。
依存財源は、地方交付税や国・県からの支出金、町債などで今年度は収入全体の 66.9％を占めています。このうち収

入全体の 33.7％を占める地方交付税（全国各市町村の財政力のバランスを取るために国から配分されるお金）は 24 億 1,556
万円、国からの支出金は７億 6,521 万円、町債（道路や公園、学校など町が行う建設事業などの資金を調達するために
国などから借り入れるお金）は６億 7,334 万円、県からの支出金は４億 8,698 万円となっており、依存財源による収入は
47 億 9,685 万円となっています。

平成27年度の鞍手町の決算における地方債（借金）の残高は次のとおりです。一般会計の平成27年度末残高が増え
た主な要因は、小学校屋内運動場耐震補強工事に１億5,620万円の地方債を借り入れたためです。

○地方債残高

住民サービスの向上と新たなニーズに迅速かつ的確に対応できるよう、
財源の確保に努め財政の健全化を図っています。

収入
INCOME

71億6,861万円

平成 27 年度の町の決算です。
町が行っている事業は、
皆さんが納めた税金や、
国・県からの支出金などでまかなわれています。
決算は、このお金が皆さんの暮らしやまちづくりの中で、
どのようにいかされてきたかをまとめたものです。
では、町の家計簿のあらましを見てみましょう。

一般会計

※数字は四捨五入しているため、必ずしも合計と一致するとは限りません。

平成 27 年度

町の家計簿

・使用料・手数料…1億6,481 万円（2.3％）

・県支出金…4億8,698 万円（6.8％）

・そのほか（地方譲与税・地方消費税交付
　金等）…4億5,575 万円（6.3％）

町税
17億4,419 万円

（24.3％）

・そのほか（財産収入・分担金及び負担金・繰越金・
　繰入金・諸収入等）…4億6,276 万円（6.5％）

町債
6億7,334 万円

（9.4％）

地方交付税
24億1,556 万円

（33.7％）

国庫支出金
7 億6,521万円

（10.7％）

依存財源…47 億9,685 万円（66.9％）自主財源…23 億7,176 万円（33.1％）

算

地方債の残高

会計の名称 平成26年度末残高
①

平成27年度借入額
②

平成27年度償還額
③

平成27年度末残高
①＋②－③

一般会計 83億9,706万円 6億7,334万円 5億5,544万円 85億1,496万円

鞍手町流域関連公共下水道事業特別会計 34億9,489万円 1億220万円 1億3,376万円 34億6,333万円

地方独立行政法人くらて病院貸付金特別会計 15億9,352万円 5,740万円 2億825万円 14億4,267万円

鞍手町水道事業会計 11億2,206万円 0万円 3,073万円 10億9,133万円
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、毎年度、市町村の財政状況に関する指標を報告することが義務付け
られています。平成27年度の鞍手町の財政状況に関する指標は次のとおりで、健全化基準を超えている会計はありません。

○財政健全化判断比率 単位：％

※（―）表示は黒字 ※（―）表示は資金不足なし

単位：％○公営企業の資金不足比率

決まちづくりの基本となる第４次総合計画（後期）に基づき、
限りある財源の効率的な運用に努めました。

70億5,627万円 支出
EXPENDITURE

一般会計

教育費
7億76万円
（9.9％）

民生費
24億7,385 万円

（35.1％）

衛生費
8億9,396 万円

（12.7％）

土木費
6億3,596万円

（9.0％）

総務費
9億3,120 万円
（13.2％）

公債費
6億2,648万円
（8.9％）

・消防費…3億3,980万円（4.8％）

・農林水産業費…1億6,344万円（2.3％）

・商工費…1億6,761万円（2.4％）

・そのほか（議会費…1億174万円、労働費…2,148万円）（1.7％）

財政健全化判断比率と資金不足比率

平成 27 年度はどんな仕事にお金を使ったのでしょうか。一般会計の支出総額は、70 億 5,627 万円
です。町民１人当たり41万9,342円が使われたことになります（平成27年４月30日現在人口16,827人）。

支出は、使われるお金の目的によって総務費や民生費、土木費など 14 の項目に分けられています。
このうち最も大きな割合を占めているのが民生費で、障害者の自立支援費に４億 1,293 万円、介護
保険広域連合への負担金として２億 7,913 万円、重度心身障害者や乳幼児、ひとり親家庭などの医
療費補助に 9,935 万円使いました。また、教育費では、小学校屋内運動場耐震補強工事に２億 4,283
万円、幼稚園就園奨励補助金に 1,808 万円、衛生費では、ごみやし尿の処理に４億 2,899 万円使い
ました。

／実質赤字比率…一般会計等の赤字から財政運営の深刻度をみる比率／連結実質赤字比率…町のすべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率／実質
公債費比率…借金の返済額等の大きさから資金繰りの危険度をみる比率／将来負担比率…町が抱える負債の残高から将来の財政への危険度をみる比率／資金
不足比率…資金の不足割合から経営状況の深刻度をみる比率

民生費
●障害者の自立支援に（４億 1,293 万円）
●介護保険広域連合負担金に（２億 7,913
万円）　●重度心身障害者や乳幼児、ひと
り親家庭などの医療費補助に（9,935 万円）
●児童手当に（２億 4,155 万円）　●老人
保護措置の委託に（2,159 万円）　●社会
福祉協議会への補助金（4,292 万円）　　
●臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給
付金（3,343 万円）

総務費
●旧鞍手南中学校の改修費に（1,708 万円）
●定住促進奨励金（856 万円）
●鞍手駅関連施設の管理に（664 万円）

衛生費
●ごみやし尿の処理に（４億 2,899 万円）
●くらて病院の負担金に（２億 9,444 万円）
●予防接種の業務委託に（3,327 万円）　
●母子保健対策に（1,631 万円）
●合併浄化槽の設置補助に（418 万円）

教育費
●小学校屋内運動場耐震補強工事に（２億
4,283 万円）　●幼稚園就園奨励補助金

（1,808 万円）　●外国青年招致事業に
（503 万円）

土木費
●下水道事業の補助に（３億 4,967 万円）
●道路や橋の新設や整備に（１億 1,862 万
円）　●水路や河川の整備に（2,382 万円）
●町営住宅の維持管理に（3,493 万円）

消防費
●直鞍広域消防の負担金に（２億 9,753
万円）　●防火水槽の新設に（507 万円）
●防犯灯の整備に（217 万円）

商工費
●コミュニティバス等・路線バスの運行維
持に（6,848 万円）　●地域経済活性化支
援事業（くらてまち振興券）（3,136 万円）
●学校まるごとアニメ事業に（2,251 万円）

農林水産業費
●多面的機能支払事業に（4,351 万円）
●農業基盤整備促進事業に（3,103 万円）
●計画転作の推進に（1,436 万円）

項目別支出内訳

区分 実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

鞍手町の比率 ― ― 8.3 なし
早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0
財政再生基準 20.00 30.00 35.0 基準なし

特別会計の名称 資金不足
比率

経営健全化
基準

鞍手町水道事業会計 ― 20.00

鞍手町流域関連公共下水道事
業特別会計 ― 20.00
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特別会計

（収入） 3億778万円� （支出） 3億1,728万円

（収入）42億7,334万円�（支出）43億7,551万円
企業会計

水道事業会計
収入…3 億 778 万円　支出…3 億 1,728 万円

国民健康保険事業特別会計
▷収入…24 億 8,030 万円　▶支出…25 億 8,357 万円

住宅新築資金等特別会計
▷収入…117 万円　▶支出…117 万円

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費特別会計
▷収入…6,489 万円　▶支出…6,489 万円

後期高齢者医療特別会計
▷収入…2 億 3,746 万円　▶支出…2 億 3,646 万円

地方独立行政法人くらて病院貸付金特別会計
▷収入…2 億 8,682 万円　▶支出…2 億 8,682 万円

泉水団地改良住宅移設事業特別会計
▷収入…9,474 万円　▶支出…9,474 万円

流域関連公共下水道事業特別会計
▷収入…7 億 8,693 万円　▶支出…7 億 8,684 万円

か

自営業の人や退職者などの医療費を給付する会計です。主な収入は、保険税と国庫支出金。主な支出は、
医療費や後期高齢者支援金などです。
●対象者　2,739 世帯　4,468人　●１人当たりの医療費　408,476 円

旧同和地区の住宅環境を改善するための会計です。収入は、貸付金の回収金。支出は、一般会計への繰
出金です。

農業用水を確保するために室木の谷山池から倉坂地区まで約 13 キロにわたって設置されているパイプ
ラインを維持管理するための会計です。収入は、基金からの繰入金や基金を運用して購入した国債などの
利息です（平成 27 年度は、利息等 6,245 万円を積み立てています）。

老人保健制度に代わり、平成 20 年度から始まった後期高齢者医療制度を運営するために設けられた会
計です。県内のすべての市町村が加入する福岡県後期高齢者医療広域連合が運営主体となり、町と協力し
て制度運営に当たっています。平成 27 年度の対象者は、2,650 人です。

地方独立行政法人くらて病院（旧町立病院）への貸付金などを管理するための特別会計です。収入は、
町が直接借り入れる町債と町債の償還に関してくらて病院から受け取る負担金です。支出は、町が借り入
れた町債をくらて病院に貸し付ける貸付金と町債の元利償還金です。

　旧炭鉱跡地から高濃度の鉄分を含む排水「赤水」が出ており、国の指導のもとで処理施設を建設するため、泉水
改良住宅の一部を移転するための会計です。平成 24 年度から平成 27 年度までの４年間事業で、収入のほとんどは、

「独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構」からの負担です。支出は、団地の造成や町営住宅建設に使われます。

生活環境の向上と河川の汚濁防止を目的に下水道を整備するための会計です。支出の約 56.3％は、中
山地区などの下水道管の整備に使われました。また、9.4％は、中間市に建設している終末処理場（中間市、
水巻町、遠賀町との共同事業）の建設負担金や維持管理負担金です。

西川沿い 11 か所に設置されているポンプの維持管理をするための会計です。収入は、基金からの繰入
金や基金を運用して購入した国債などの利息です（平成 27 年度は、利息等２億 8,266 万円を積み立てて
います）。支出は、運転手の賃金やポンプを稼動させるための維持管理費です。

んがい施設維持管理運営費特別会計
▷収入…3 億 2,104 万円　▶支出…3 億 2,103 万円

水道事業の運営のために設けられた会計です。収入の大部分は、私たちが支払った水道料金です。支出は、
安全な飲み水を作るための費用です。
●給水戸数　6,681世帯　●給水人口　14,631人

※数字は四捨五入しているため、必ずしも合計と一致するとは限りません。
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ペットと幸せに暮らすために…
ペットを飼っている皆さん。11月は飼い主のマナーアップ推進月間です。
マナーを再確認して、ペットとの生活をより豊かなものにしませんか。

猫
の場合

犬
の場合

室内で飼育しましょう
　飼い主が環境を整え、十分な
愛情をかけるとともに、不
妊・去勢手術を行うことで、
猫はストレスなく室内で暮
らせる動物です。
　室内で飼うことで、周囲に迷惑をかけないだけでは
なく、事故や感染症から猫を守る、迷子防止など、多
くの利点があります。

リードで繋ぎましょう
　福岡県の条例により、
散歩中に犬を放すことは
禁止されています。よく

しつけられた犬や、小さな犬
であっても、犬が苦手、犬が怖

いと思う人がいます。散歩の時はリードをつけること
はもちろん、犬のとっさの行動に対応できるよう、リー
ドを短めに持って散歩することが大切です。

フンは必ず持ち帰りましょう
　フンの放置も条例で禁止されています。散歩中にフ
ンをしてしまったときは、きちんと家まで持ち帰るこ
とが飼い主の責任です。

正しいしつけをしましょう
　無駄吠えや犬同士のけんかなど、散歩中のトラブル
を未然に防ぐために、きちんとしつけを行うことが大
切です。

登録鑑札・予防注射済票を首輪に装着しましょう
　もし愛犬が迷子になっても、鑑札と狂犬病予防注射
済票が着いていたら、確実に飼い主の元に帰ることが
できます。①登録（生涯１回）、②狂犬病予防注射（年
１回）、③鑑札・注射済票の首輪への装着、３つすべて
が飼い主の義務です（罰則：20 万円以下の罰金）。

不妊・去勢手術を行いましょう
　猫は年に２～３回出産し、すぐに増えてしまいます。
責任を持って子猫を生ませるのでなければ、不妊・去
勢手術をして、過剰繁殖を防ぎましょう。

迷子札をつけましょう
　衰弱や事故などで自力で動けなくなった多くの猫が、
負傷動物として保護収容されています。これらの猫のほ
とんどは、飼い主が判明していません。
　自分の飼い猫に責任を持つためにも、迷子札やマイク
ロチップなどの飼い主が分かる標識を行いましょう。
　マイクロチップとは、15 桁の数字のデータが入った
チップで、獣医さんが注射器で埋め込みます。動物病院
や保健福祉環境事務所等で読み取ることができるので、
迷子や盗難防止になります。絶対に落とすことがないの
で安心です。詳しくは動物病院にご相談ください。

最後まで責任を持って飼いましょう
　病気になった、体が弱って世話が大変になったか
らといって、途中で放棄せずに、習性・生理を理解し、
最後まで責任を持って飼いましょう。動物を捨てる
ことは犯罪です（罰則：100 万円以下の罰金）。やむ
を得ず飼うことができなくなったときには、新しい
飼い主を見つけるよう最大限努力してください。

もしも、ペットが迷子になったら…
　保護されたペットの収容期間は７日です。この間に

飼い主からの連絡がないと、譲渡先が見つかったほん
の一部を除いて、殺処分となってしまいます。
　「そのうち帰ってくるだろう」とのんびり構えたり、
捜さないのは、ペットを殺してしまうのと同じ行為です。
　ペットがいなくなったときは、すぐに役場と管轄の
保健福祉環境事務所に連絡してください。

問い合わせ
嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所保健衛生課生活衛生係
☎０９４８－２１－４９７３
鞍手町役場農政環境課生活環境係
☎０９４９－４２－２１１１（内線３５４）

ペットを飼っている皆さんへ



2016.11−６

おいしい枝豆いかが？
▶剣北小・古月小・西川小の３年生が直売所で枝豆販売

　元気な声でお客さんを呼び込み、枝豆を販売する児童た
ち。10 月７日は剣北小、13 日には古月小、西川小の児童
たち（いずれも３年生）が、サングリーン鞍手の前に特設
テントを建てて枝豆を販売しました。この枝豆は、食育の
活動に取り組む鞍手町農業女性の会の皆さんの協力のも
と、児童たちが７月に種をまき、販売前日に収穫を行った
ものです。当日、枝豆は飛ぶように売れ、あっという間に
完売していました。

まちの話題 My Town Topics

　楽しそうにグラウンドをかけ回る子どもたち。見ている
だけで、なんだか優しい気持ちになってしまいます。10
月 10 日の体育の日に町立保育所合同運動会がありました。
かけっこやお遊戯、お父さんやお母さんと手を繋いで挑戦
する競技など盛りだくさんのプログラム。主役の子どもた
ちも見守る保護者たちも、みんなが笑顔になれる素敵な一
日になったようです。

ちびっこたちの運動会
▶町立保育所合同運動会

　10 月９日、町民グラウンドで第 53 回鞍手町民体育祭
がありました。今年は町内 32 区が参加し、各地区の代
表選手たちが輪投げや大縄跳び、二人三脚リレーなど５
種目の競技で競い合いました。子どもから大人まで、練
習の成果を思う存分発揮し、競技後の表彰式では、選手
たちの満足げな笑顔が見られました。選手の皆さん、日々
の練習から大会当日まで本当にお疲れさまでした。

うちの区がナンバーワン�
▶第 53 回鞍手町民体育祭

　10 月 14 日から 16 日の３日間は町の文化・芸術の祭典。
中央公民館と町立体育館で公民館まつりと美術展がありま
した。公民館まつりでは、公民館サークルのみなさんの１
年間の集大成である陶芸や木彫、服のリフォームなどの作
品が展示され、15 日には、朗読やコーラス、太極拳など
の実技発表もありました。また、美術展では、絵画や書道、
写真に工芸など多くの作品が展示され、来場者たちは足を
止めて作品に見入っていました。

文化の秋、芸術の秋を満喫
▶第 27 回鞍手町公民館まつり、第 58 回鞍手美術展
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11月生まれ
Happy birthday to you.

坂
さ か た

田侑
ゆ う し

史くん
平成27年11月19日生まれ

侑史、お誕生日おめでとう�生まれた時
からいつもニコニコの侑史に元気をたく
さんもらっています。最近はよく大好き
なトミカの曲で踊ったり、追いかけっこ
したりしています。あんよも上手になっ
てきましたね。これからも侑史らしく、
明るく元気に大きくなってください� 

（父　憲治さん・母　侑穂さん・中山）

　広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行月に
誕生日を迎える満３歳までのちびっ子を募集し
ています。
　12月生まれは、11月10日（木）までに役
場政策推進課窓口（☎４２局２１１１番）または
E-mail（宛先：jouhou@town.kurate.lg.jp）でお
申し込みください。

▼
お待ちしていますすくすく日記

　竹の灯篭や町内の小学６年生が作成した三角灯篭など、
3,000 本のキャンドルが会場入り口から観音様までの道を
灯す特別な夜。10 月 15 日、長谷寺でキャンドルナイトく
らて IN 長谷観音がありました。
　夜が深まれば深まるほど、幻想的な雰囲気を増していく
キャンドルの灯

あかり

。来場者たちは思わずうっとりと見とれて
いるようでした。イベントステージでは、鞍手出身の風船
芸人・松下笑一さんが司会を務め、深草あゆみさんの弾き
語り、篠笛奏者の福原一

い っ か ん

閒さんや南陵太鼓・鞍手中和太鼓
部の演奏などが特別な夜を彩りました。

キャンドルが灯す幻想的な夜
▶キャンドルナイトくらて IN 長谷観音

　町では、くらて病院が地域の基幹的医療機関とし
て役割を果たすための機能や規模及び移転整備を
含めた今後の方向性に関して審議を行うくらて病院
整備基本構想検討委員会を設置し、今年３月 10 日
に第１回、９月１日に第２回、10 月４日に第 3 回の
委員会を行いました。委員は町民代表のほか、専門
的な見地から意見等を聴取するため、医療機関の

医師や病院経営に
精通している人に
委嘱しています。
会議での詳しい審
議の内容は、広報
等でお知らせして
いきます。

病院のあり方を検討中
▶くらて病院整備基本構想検討委員会

　10 月 13 日、役場議事堂で平成 28 年度の鞍手町行財政改革推進
委員会がありました。行財政改革は、限られた資源をどのように配
分し投入すれば地域住民に対し、最大の行政効果が生まれるか、常
に判断する仕組みを構築し、財政の健全化を図るとともに、活力あ
るまちづくりを進めるためのものです。会議では、平成 23 年度か
らの５年間を実施計画期間としていた第５次行財政改革について報
告がありました。改革項目 25 項目中目標達成したものが 11 項目、

おおむね達成（70％以上）でき
たものが３項目でした。また、
今年度からは 14 項目の改革項
目を掲げ第６次行財政改革に取
り組んでいますので、詳細につ
いては随時広報等でお知らせし
ていきます。

５年間の取組報告がありました
▶平成 28 年度鞍手町行財政改革推進委員会

　日ごろから通学路におけるパトロールに励み、町内の子どもたちの安全
を見守っている鞍手町青色防犯パトロール隊（直方地区地域安全推進隊）。
10 年目を迎えられたその活動は、子どもたちの安全のみならず、町の安
全・安心にも繋がっています。10 月12日、中央公民館で平成 28 年度鞍
手町青色防犯パトロール推進大会がありました。大会式典には、各小・中
学校の校長先生も出席され、隊員のみなさんに「いつも子どもたちがお
世話になっています」と感謝の言葉を述べられていました。式典の後には
出発式があり、青色回転灯を装備した車両によるパレードが行われました。

子どもの安全を見守って10年目
▶平成 28 年度鞍手町青色防犯パトロール推進大会
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

野
山
に
い
る
野
鳥
は
、
い
ろ
い
ろ
な
姿
・
鳴
き
声
で
、

見
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
日
本
野
鳥
の
会
の
会

員
に
よ
る
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
野
鳥
の
観
察
が
で
き
る

「
野
鳥
観
察
」
講
座
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

旧
中
央
公
民
館
長
谷
別
館　

南
側
広
場
（
鞍

手
町
大
字
長
谷
７
４
７
番
地
）

●
参
加
料　

無
料

●
定
員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
募
集
期
間　

11
月
７
日
（
月
）
か
ら
17
日
（
木
）
ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
は
除
く
）

●
持
参
す
る
も
の　

双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）、

水
筒
（
水
分
補
給
用
の
水
・
お
茶
な
ど
）　

※
歩
き
や

す
い
服
装
・
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
文
化
振
興
係
☎
４
２
局
７
２
０

０
番
ま
で

中
央
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル
「
郷

の
会
」
で
は
、
実
用
書
や
慶
弔
書
な

ど
万
年
毛
筆
（
筆
ペ
ン
）
を
使
用
し

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
10
月

か
ら
は
次
の
と
お
り
開
催
日
を
増
や

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
日

常
生
活
に
役
立
て
た
い
人
や
興
味
の
あ
る
人
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

●
と
き　

第
１・２・４
水
曜
日
、
第
１・３・４
金
曜
日

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
講
師　

岡
部
黄
華

●
問
い
合
わ
せ　

小
南
俊
洲
☎
４
２
局
６
５
２
９
番
ま
で

ウ
ク
レ
レ
無
料
体

験
講
座
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
基
礎
か
ら

行
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
も
無

理
な
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す

（
ウ
ク
レ
レ
は
お
貸
し
し
ま
す
）。

●
と
き　

11
月
15
日
（
火
）、
22
日
（
火
）、

29
日
（
火
）
午
後
７
時
か
ら
８
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
定
員　

各
回
６
人

●
問
い
合
わ
せ　

ウ
ク
レ
レ 

ホ
ヌ
オ
ハ
ナ 

津
留

　

☎
（
０
８
０
）
５
２
８
４
局
２
５
７
７
番
ま
で

秋
の
公
民
館
講
座
「
野
鳥
観
察
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
教
育
課
文
化
振
興
係

万
年
毛
筆
で
美
し
い
文
字
を
書
こ
う

「
郷
の
会
」
会
員
募
集
中
�

●
中
央
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル
「
郷
の
会
」

ウ
ク
レ
レ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

無
料
体
験
講
座
の
お
知
ら
せ

●
ウ
ク
レ
レ 

ホ
ヌ
オ
ハ
ナ 

津
留

ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
印

象
で
ち
ょ
っ
と
不
気
味

な
コ
ケ
で
す
が
、
よ
く

見
て
み
る
と
繊
細
で
か

わ
い
ら
し
く
、
神
秘
的

な
外
見
を
し
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
「
コ
ケ
玉
づ

く
り
」
講
座
を
行
い
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
コ
ケ

と
の
新
た
な
出
会
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

11
月
26
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

研
修
室
２

●
参
加
料　

千
円

●
定
員　

25
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
募
集
期
間　

11
月
７
日
（
月
）
か
ら
11
日
（
金
）
ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
は
除
く
）

●
持
参
す
る
も
の　

は
さ
み　

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
文
化
振
興
係
☎
４
２
局
７
２
０

０
番
ま
で

鞍
手
童
謡
・
唱
歌
の
会
10
周
年
を
記
念
し
、
高
次
脳
機

能
障
害
者
の
会
「
エ
ー
ル
」
と
共
催
で
発
表
会
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

12
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
歌
の
内
容　

幼
き
頃
の
思
い
出
、
青
春
時
代
の
思
い
出
、

忘
れ
得
ぬ
心
の
歌
、
新
し
い
時
代
の
歌
、
高
次
脳
機
能

障
害
者
の
会
「
エ
ー
ル
」
担
当

●
問
い
合
わ
せ　

勝
木
桂
子
☎
４
２
局
４
７
６
１
番
ま
で

秋
の
公
民
館
講
座
「
コ
ケ
玉
づ
く
り
」の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
教
育
課
文
化
振
興
係

鞍
手
童
謡
・
唱
歌
の
会

10
周
年
記
念
事
業
「
発
表
会
」

●
鞍
手
童
謡
・
唱
歌
の
会

福
岡
県
民
体
育
大
会
結
果

●
鞍
手
町
体
育
協
会

９
月
24
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
第
59
回
福
岡
県
民

体
育
大
会
秋
季
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鞍
手
町
も
鞍

手
郡
の
代
表
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
に
出
場
し
ま
し

た
。
上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

●
陸
上
競
技　

▽
壮
年
男
子
40
代
走
り
幅
跳
び
＝
８
位
・

栗
田
光
晴
（
３
・
９
７
メ
ー
ト
ル
）
▽
壮
年
男
子
40
代

百
メ
ー
ト
ル
＝
５
位
・
森　

健
一
郎
（
13
秒
14
）
▽

男
子
一
般
五
千
メ
ー
ト
ル
＝
９
位
・
金
森
匡
昭
（
16

分
32
秒
91
）、
14
位
・
古
野
敏
彦
（
16
分
51
秒
44
）
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Relay Essay

９
月
、
久
留
米
の
石
橋
文
化
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
音
楽
劇
『
悲
劇
の
天
才
画
家
・

青
木
繁
』
を
観
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
劇

は
、
あ
る
１
人
の
青
年
と
老
人
が
、
天
才

画
家
と
呼
ば
れ
た
「
青
木
繁
」
の
人
生
を

た
ど
る
旅
へ
と
出
か
け
る
と
い
う
お
話
で

す
。

「
グ
ー
」
と
鳴
っ
た
り
、最
後
に
は
私
も
み

ん
な
と
一
緒
に
踊
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
。

「
演
技
し
た
い
！
」と
い
う
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
演
劇
っ

て
楽
し
い
と
再
確
認
。
私
の
心
を
ガ
ッ
チ

リ
掴
ま
れ
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

特
に
私
が
大
好
き
な
の
は
、
若
き
こ
ろ

あ
の
こ
ろ
の
情
熱
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
演

劇
を
観
に
行
き
、
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
し

た
い
、
演
劇
の
勉
強
を
も
う
一
度
や
り
た

い
。
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
ひ
と
と
き
で

し
た
。

私
は
、
大
学
時
代
演
劇
の
勉
強
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
こ
の
音
楽
劇
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た
り
、
一
部
の
シ
ー
ン
を

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
授
業
に
使
っ
た
り
し
た
こ

と
が
あ
り
、
懐
か
し
い
気
持
ち
で
し
た
。

そ
の
う
ち
心
が
ド
キ
ド
キ
。
感
動
で
鳥
肌

が
立
っ
た
り
、
集
中
し
す
ぎ
て
お
腹
が

の
青
木
繁
が
美
術
の
勉
強
の
た
め
東
京
へ

旅
立
つ
時
に「
東
京
へ
」と
い
う
歌
を
歌
う

シ
ー
ン
。
青
木
繁
の
夢
と
希
望
が
詰
ま
っ

て
い
る
感
じ
で
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
。
私

の
一
番
好
き
な
歌
で
す
。

今
は
演
劇
か
ら
離
れ
た
生
活
を
し
て
い

ま
す
が
、
演
劇
を
熱
心
に
勉
強
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
田
実
佳
さ
ん
（
中
山
・
23
歳
）

VOL
212

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
筒
井
美
里
さ
ん
（
古
門
）
で
す
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、
陶芸、俳句、短歌など自慢の一
品は、ありませんか。「広報ぎゃ
らりー」では、紙面を彩るあな
たの作品をお待ちしています。
作品についての 100 字以内の
感想もお願いします。役場政策
推進課☎４２局２１１１番ま
で、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

泉　照子さん
（くらじ短歌会）短歌

外国産のカボチャが幅
を利かせています。その
１つかもしれない種をま
きました。苗はそれなり
に勢いよく畑に育ち、あ
る日幼い珠実をつけた黄
色の花が咲きました。
それが自然と大きくな
ると見守っていました
が、数日して枯れました。
モンシロチョウは飛んで
いましたのに、受粉がう
まくいきませんでした。

直
鞍
一
周
駅
伝
競
走

参
加
チ
ー
ム
募
集

●
第
71
回
直
鞍
一
周
駅
伝
競
走
大
会
実
行
委
員
会

直
鞍
の
ま
ち
を
颯さ

っ
そ
う爽
と
駆
け
抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

平
成
29
年
１
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
ス
タ
ー

ト
予
定
（
雨
天
決
行
）

●
と
こ
ろ　

小
竹
町
中
央
公
民
館
（
開
・
閉
会
式
）

●
参
加
資
格　

一
般
社
会
人
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
（
専
門

学
校
は
可
）た
だ
し
、高
校
生
以
上
の
学
生
は
３
人
ま
で
。

原
則
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
25
分
以
内
で
走
れ
る
人

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
に
つ
き
一
万
円

●
申
込
期
限　

12
月
16
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
（
平
日

の
み
受
付
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
郡
体
育
協
会
（
小

竹
町
中
央
公
民
館
内
）
☎
（
０
９
４
９
６
）
２
局

０
４
５
２
番
ま
で

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

児
童
作
品
展
の

入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

静
岡
県
熱
海
市
に
あ
る
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術

館
が
毎
年
全
国
の
小
中
学
校
を
対
象
に

開
催
し
て
い
る
児
童
作
品
展
。
今
年
も

町
内
の
各
小
学
校
が
参
加
し
、
入
賞
作

品
が
決
定
し
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
入

賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
８
日
（
火
）
か
ら
18
日

（
金
）
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
文
化
振
興
係

☎
４
２
局
７
２
０
２
番
ま
で

鞍
手
町
長
旗
争
奪

野
球
大
会
結
果

●
鞍
手
町
体
育
協
会

９
月
４
日

か
ら
25
日
に

か
け
て
第
27

回
鞍
手
町
長
旗
争
奪
野
球

大
会
が
行
わ
れ
、
白
熱
し

た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
選
手
の
み
な
さ

ん
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す（
丸
数
字
は
順
位
）。

●
結
果　

①
Ｍ
ジ
ャ
パ
ン

②
福
岡
カ
ー
プ
③
レ
ッ

ド
チ
ェ
イ
サ
ー 

タ
カ
ラ

受
粉
う
ま
く
い
か
ぬ
や
カ
ボ
チ
ャ
の
雌
花
な
り

太
ら
ぬ
ま
ま
に
幼
実
腐
る

リフォーム 友枝欣子さん
（木月）

大きな蝶模様の着物
でエプロンを作ってみ
ました。布地としてか
すりは縫

ぬ

いやすく、こ
れを上から着るだけ
で「ちょっとそこまで」
ができる便利な一枚が
出来上がり、重宝し
ています。
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですINFORMATIONBook

／ 11 月の休館日は、２日（水曜日）です／開館時間は午前９時から午後５時まで（１階ロビー・返却窓口は午後９時 30 分まで）
／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

    一般の本

危険なビーナス（作＝東野圭吾）
おおあたり（作＝畠中　恵）
なるほど！育じい道（作＝石蔵文信）
一流の育て方（作＝ムーギー・キム）
オトナ女子のための食べ方図鑑（作＝森　拓郎）
リーダーのための経営心理学（作＝藤田耕司）

    子どもの本

ひまなこなべ（作＝萱野　茂）
かみなりどん（作＝武田美穂）
あきいろのころわん（作＝間所ひさこ）
ひみつのいもうと（作＝アストリッド・リングレーン）
とびきりおいしいデザート（作＝エミリー・ジェン
キンス）

今月新しく入りました。 ※11月の新刊は、１日（火）からの貸出となります。

パ
パ
の
し
ご
と
は

わ
る
も
の
で
す

　
作
＝
吉
田
尚
令

学
校
で
「
お
と

う
さ
ん
の
し

ご
と
」
を
調

べ
る
宿
題
が
で
た
。
何

を
し
て
い
る
の
か
知
ら

な
い
僕
は
、
こ
っ
そ
り

パ
パ
の
車
に
乗
り
込
ん

で
、
職
場
に
つ
い
て
行

っ
た
。
連
れ
ら
れ
て
行

っ
た
と
こ
ろ
が
プ
ロ
レ

ス
会
場
。リ
ン
グ
で
は
、

正
義
の
味
方
と
マ
ス
ク

を
か
ぶ
っ
た
悪
役
が
戦

い
を
始
め
た
。途
中
で
、

悪
役
が
パ
パ
だ
と
わ
か

り
、
僕
は
パ
パ
の
こ
と

を
嫌
い
に
な
っ
た
。
試

合
が
終
わ
っ
た
後
の
親

子
の
会
話
が
素
晴
ら
し

い
。
ど
の
よ
う
な
仕
事

で
も
、
子
ど
も
に
誇
れ

る
よ
う
な
生
き
方
を
教

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

盲
目
の
女
性
が
、

少
女
時
代
か

ら
現
在
ま
で

を
書
い
た
本
。
小
学
４

年
生
の
時
、
目
の
異
変

に
気
づ
き
病
院
に
行
く

が
、
結
果
的
に
は
盲
目

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

運
動
不
足
を
解
消
し
よ

う
と
始
め
た
の
が
走
る

こ
と
。
そ
れ
か
ら
彼
女

の
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
の
人
生
が
始
ま

る
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に

巡
り
合
い
、
つ
ら
い
こ

と
や
苦
し
い
こ
と
を
乗

り
越
え
て
き
た
。
人
に

は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ

り
、
そ
れ
が
生
き
が
い

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

る
。
前
向
き
な
考
え
方

が
今
を
充
実
し
た
も
の

に
で
き
る
と
わ
か
る
。

い
っ
し
ょ
に
走
ろ
う

　
作
＝
道
下
美
里

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
由
衛
久
子
さ
ん
で
す
。

広
が
る
本
だ
な

図書室からのお知らせ

　12 月１日（木）から 15 日（木）まで、中央
公民館ロビーでブックリサイクルを行います。時
間は午前９時から午後５時までです。詳しくはお
問い合わせください。

中央公民館内のこどものとしょしつで、お話の会
を行います。親子で聞きに来てみませんか。
● とき　11 月 12 日（土）午前 11 時から正午まで
● ところ　中央公民館１階「こどものとしょしつ」

ブックリサイクルを
行います

子どもの
お話の会

楽しいお話
いっぱい
聞けるよ！

欲しい本が
見つかるかも！

他 他
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Dr. 菅の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICEHealth
菅　

亮
太
さ
ん
・
す
が
り
ょ
う
た
・
平
成
25
年
産
業
医
科
大
学
医
学
部
卒
業
。
大
分
県
立
病
院
、
産
業
医
科
大
学
病
院
等
で
の
勤
務
を
経
て
、
平
成
28
年
４
月
よ
り

く
ら
て
病
院
内
科
勤
務
。

昨
今
の
食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
い

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性

心
疾
患
に
か
か
る
人
の
割
合
は
、
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
こ
れ
ら
の
疾
患
の
特
徴
、
治

療
、
予
防
に
関
し
て
説
明
し
ま
す
。

心
臓
は
全
身
へ
酸
素
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
運
搬
し
、
臓
器
の
生
体
恒
常

性（
自
ら
の
体
を
環
境
に
適
応
さ
せ
、

安
定
さ
せ
る
こ
と
）
を
維
持
す
る
た

め
に
不
可
欠
な
臓
器
で
す
。
心
臓
の

周
囲
に
は
、
心
臓
自
体
に
酸
素
を
運

搬
す
る
血
管
“
冠
動
脈
”
が
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
心
臓
の
筋
肉
を
動
か
す

こ
と
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

冠
動
脈
の
内
壁
に
徐
々
に
沈
着
し
た

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
脂
肪
）
な
ど
が

血
管
の
内
腔
を
狭
め
、
血
管
に
流
れ

る
血
液
量
が
減
少
し
て
、
十
分
な
酸

診
断
は
心
臓
超
音
波
検
査
や
心
電

図
、
採
血
な
ど
で
総
合
的
に
診
断
を

行
い
ま
す
。

治
療
と
し
て
は
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ

ン
な
ど
の
硝
酸
薬
の
内
服
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
胸
部
症
状
が
持
続
す
る

場
合
や
急
性
心
筋
梗
塞
な
ど
に
至
っ

た
場
合
な
ど
は
、
早
急
に
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
、
ス
テ
ン
ト
治
療
、

バ
ル
ー
ン
拡
張
治
療
な
ど
が
必
要
と

な
り
ま
す
（
血
管
が
縮
む
こ
と
で
起

こ
る
狭
心
症
の
場
合
は
内
服
治
療
と

な
り
ま
す
）。

虚
血
性
心
疾
患
は
、
糖
尿
病
、
高

血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
喫
煙
、
肥

満
、
飲
酒
な
ど
が
元
と
な
っ
て
進
行

す
る
こ
と
が
疫
学
研
究
で
証
明
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
治
療
が
虚
血
性

心
疾
患
の
予
防
と
な
り
ま
す
。
特
に

素
や
栄
養
素
を
心
筋
に
供
給
で
き
な

く
な
る
と
、
胸
痛
や
胸
部
圧
迫
感
を

招
き
ま
す
。
こ
れ
が
一
般
的
な
狭
心

症
の
症
状
で
す
（
血
管
が
縮
む
こ
と

で
起
こ
る
特
殊
な
狭
心
症
も
あ
り
ま

す
）。
ま
た
、急
に
冠
動
脈
が
完
全
に

ふ
さ
が
り
、
血
流
が
途
絶
え
た
状
況

を
急
性
心
筋
梗
塞
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
疾
患
の
症
状
の
特
徴
と

し
て
は
、
突
然
の
締
め
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
激
し
い
胸
痛
が
30
分
以
上
続

く
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま

た
背
中
や
左
肩
、
歯
の
痛
み
な
ど
で

発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

悪
心
（
吐
き
気
）
や
嘔お

う
と吐
、
腹
痛
と

い
っ
た
消
化
器
症
状
の
み
で
発
症
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

前
記
の
症
状
が
持
続
す
る
場
合

は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、

医
師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

血
流
の
悪
化
で
発
症
す
る

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞

診
断
と
治
療

最
大
の
予
防
方
法
は

生
活
習
慣
病
等
の
治
療
と
禁
煙

？
知
り
合
い
が
狭き

ょ
う
し
ん
し
ょ
う

心
症
や
心し

ん
き
ん
こ
う
そ
く

筋
梗
塞
と
診
断
さ
れ
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
67
歳
・
男
性
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
沈
着
な
ど
に
よ
り
冠
動
脈
の
内
腔
が
狭
ま
る
と
、心
筋
に
十

分
な
酸
素
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
で
き
な
く
な
り
、狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
が
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
治
療
や
禁
煙
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

喫
煙
は
も
っ
と
も
病
状
進
行
と
関
連

し
て
お
り
、
減
煙
で
は
な
く
禁
煙
が

必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
本
で

も
喫
煙
す
れ
ば
数
本
以
上
吸
っ
た
の

と
同
等
と
さ
れ
て
お
り
、
禁
煙
を
す

る
こ
と
が
大
き
な
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。

ひ
と
た
び
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

を
施
行
し
た
場
合
に
は
抗
血
小
板
薬

（
血
液
さ
ら
さ
ら
薬
）
の
内
服
な
ど

多
数
の
内
服
薬
が
必
要
と
さ
れ
る
た

め
、
経
済
的
負
担
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
も
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
予
防

に
努
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせです

区　分 期　日 対 象 児

４か月健診 11月22日㈫ 平成 28 年 6 月 26 日から
平成 28 年 7 月 25 日生まれ

７か月健診
11月24日㈭

平成 28 年 4 月 1 日から
平成 28 年 4 月 28 日生まれ

12 か月健診 平成 27 年 11 月 1 日から
平成 27 年 11 月 30 日生まれ

１歳半健診
11月10日㈭

平成 27 年 4 月 7 日から
平成 27 年 5 月 10 日生まれ

３歳健診 平成 25 年 10 月 7 日から
平成 25 年 11 月 10 日生まれ

乳幼児相談 11月 8日㈫ 平成 28 年 8 月 13 日から
平成 28 年 9 月 9 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。なお、
　10月より第２火曜日に変更しています。

　11 月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者に
は事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など

乳幼児健診・相談

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を
受けましょう。
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分まで。

必ず妊婦本人がお越しください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）、個人番号

カードまたは個人番号通知カードと本人確認がで
きるもの（運転免許証等）

母子健康手帳の交付

いきいき教室・ふれあい教室
町では、高齢者がいつまでも住み慣れた地域で

元気に暮らすための介護予防事業に取り組んでいま
す。健康づくりや介護予防について学ぶ「いきいき
教室」と高齢期の食生活を考える「ふれあい教室（お
弁当あり）」を次のとおり開催しますので、参加を
希望する人（グループ）はお問い合わせください。
● 開催時期　11 月から平成 29 年２月まで。時間は

午前 10 時から（２時間程度）
● 対象　
　▷いきいき教室＝ 10 人以上で集まることができ

る 65 歳以上の人のグループ
　▷ふれあい教室＝ 20 人以上で集まることができ

る 65 歳以上の人のグループ（※ただし、今年度、
老人クラブで教室に参加した人や参加を予定して
いる人は除きます）

● ところ　グループの代表者と話し合いのうえ、決
定します

● 申し込み・問い合わせ　総合福祉センターまで

HealthINFORMATION

総合健（検）診のお知らせ
特定健診、各種がん検診を次のとおり行います。

生活習慣病予防のためにも年に 1 度は必ず健診を受
け、健康づくりに取り組みましょう。
● とき　平成 29 年１月 22 日（日）、23 日（月）。受

付時間は午前８時 30 分から 10 時 30 分まで
● ところ　総合福祉センター
● 申込方法　健診を希望する人は、申込書を送付しま

すので電話でご連絡ください。申込書には必要事項
を記入し、希望する健診日の１か月前までに返送し
てください

● 健（検）診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・
大腸がん・前立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎ウィ
ルス）、結核検診、特定健診、基本健診

● 申し込み　総合福祉センターまで

成人用肺炎球菌の予防接種
肺炎球菌感染症の発生・重症化予防のため、対象

となっている人は予防接種を受けましょう。
● 平成 28 年度定期接種期限　平成 29 年３月 31 日
● 対象者　次の①または②に該当する人。①今年度

65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、
100 歳になる人で、今までに一度も接種を受けた
ことがない人② 60 歳以上 65 歳未満で、心臓やじ
ん臓、呼吸器に重い病気（身体障害者手帳１級程
度）がある人及びヒト免疫不全ウィルスにより日
常生活がほとんど不可能な程度の障害を持つ人で
接種を希望する人

● 接種費用　2,500 円。なお、生活保護世帯の人は
無料（診療依頼書が必要）です

● 接種できる医療機関　福岡県内の指定医療機関　
※事前に予約が必要です
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交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら

示
談
の
前
に

必
ず
国
保
に
届
け
出
を

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為

に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場
合
は
、

届
け
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
で
治
療
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
国
保
で
治
療
を
受
け
る
と

き
は
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
警
察
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
同
時
に
役
場
保
険
健
康
課
国

保
年
金
係
に
も
届
け
出
（
第
三
者

行
為
に
よ
る
傷
病
届
）
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
け
出
が
な

い
ま
ま
診
療
を
受
け
よ
う
と
し
た

場
合
、「
国
保
が
使
え
ま
せ
ん
。」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
必
要
な
も
の　

保
険
証
、
印
か

ん
、
事
故
証
明
書

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷

害
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
医
療
費

は
被
害
者
に
過
失
が
な
い
限
り
、

加
害
者
が
全
額
負
担
す
る
の
が
原

則
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
保
険
診
療
を
し
た
場
合
で
も
、

加
害
者
が
負
担
す
る
べ
き
医
療
費

は
、
国
保
が
一
時
立
て
替
え
て
支

払
う
だ
け
で
、
あ
と
で
国
保
が
そ

の
医
療
費
を
被
害
者
に
代
わ
っ
て
、

加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

加
害
者
と
被
害
者
の
話
し
合
い

が
つ
い
て
、
示
談
を
取
り
交
わ
し

て
し
ま
う
と
、
そ
の
示
談
で
取
り

決
め
た
内
容
が
優
先
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
示
談
が
成
立
し

た
後
は
、
加
害
者
に
請
求
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
交
通

事
故
で
第
三
者
か
ら
傷
害
を
受
け

た
場
合
は
、
示
談
を
す
る
前
に
、

国
保
の
届
け
出
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

国
保
税
の
納
め
忘
れ
な
ど
の
あ

る
場
合
は
、
国
保
が
使
え
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。

警
察
と

役
場
国
保
年
金
係
に

必
ず
届
け
出
を

示
談
を
す
る
と
き
に
は

慎
重
に
し
ま
し
ょ
う

医
療
費
は
加
害
者
が

負
担
し
ま
す

①まず落ち着いて
落ち着きが何より大事。
ショックのあまり冷静
な判断を失ってはなり
ません。

②相手を確認
ナンバー確認のほか、
運転免許証の必要事項
も確かめましょう。

③必ず警察へ連絡を
警察への連絡を忘れて
はいけません。同時に
国保へ届けることも。

④示談は国保へ届け
　出てから
国保で治療を受けたと
きは示談の前に必ず国
保へ連絡。示談は焦っ
てする必要はありませ
ん。

交
通
事
故
は
、

遭
わ
な
い
、

起
こ
さ
な
い
が

第
一
で
す
が
、

万
一
の
た
め
の
心
掛
け
は
、

し
っ
か
り
持
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

国
保
税
は

し
っ
か
り
納
め
ま
し
ょ
う

国民健康保険
制度の

解説です  国保の
そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番 SupportCOMMENT
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今
月
の
納
税
（
11
月
）

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
６

期
分

納
期
限
は
11
月
25
日
（
金
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

今
月
の
納
付
（
11
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
５
期
分

納
期
限
は
11
月
25
日
（
金
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手

間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も

な
く
て
安
心

で
す
。
毎
月

15
日
ま
で
に

手
続
き
を
す

れ
ば
翌
月
か

ら
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
町
内
の
金
融
機

関
や
役
場
税
務
住
民
課
に
あ

り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
、

福
岡
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

事
業
者
が
対
象

年
末
調
整
の
説
明
会

直
方
税
務
署
で
は
、
事
業

者
を
対
象
に
し
た
年
末
調
整

及
び
法
定
調
書
の
記
載
方
法

の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
説
明
会
当
日
は
、

事
前
に
お
送
り
す
る
年
末
調

整
関
係
用
紙
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
17
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の

お
が
た
（
直
方
市
山
部
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
法
人
課
税
部
門
☎
２
２

局
０
７
１
９
番
ま
で

税
等

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

Calendar
2016 11

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番

農業や営業などの事業所得がある人
は、事前に収入と支出を整理し、収支
内訳書を作成してください。農業所得
の申告資料としては、農協が発行する

「購買品御買上明細書」などがありま
す。収支内訳書の作成がお済みでない
場合には、申告受付順が変更になるこ
とや、受付ができないことがあります。

また、平成 26 年１月から、事業所
得を有するすべての人に記帳・帳簿等
の保存が義務付けられました。白色申
告や所得税が発生しない申告の人も対
象です。帳簿には売り上げなどの収入
金額、仕入先や仕入れた物、仕入れた
金額などを記入し、領収書などとあわ
せて保存してください。
● 問い合わせ　税に関する問い合わせ

は、役場税務住民課賦課係まで

確定申告
シリーズ
　　確定申告

事業所得がある場合は、
帳簿・収支内訳書の
作成が必要です！
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くらしの情報

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

11
月
10
日
（
木
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

11
月
25
日
（
金
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

11
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
11
月
４
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
11
月
10
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

11
月
17
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
あ
さ

ひ
補
聴
器
）

役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談　

▽
と
き
＝
11
月
10
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

11
月
22
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
11
月
24
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

法
律
問
題
の
お
悩
み
は

無
料
調
停
相
談
会
へ

直
方
調
停
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
無
料
調
停
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
法
律
問
題

で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
19
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷　

相
談
室
Ａ
・
Ｂ
、
応
接
室

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
地
方

裁
判
所
直
方
市
部
内
庶
務

課
☎
２
２
局
０
５
２
２
番

ま
で

職
場
で
の
お
悩
み
は

労
働
問
題
相
談
会
へ

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援

事
務
所
で
は
、
次
の
と
お
り

労
働
問
題
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
解
雇
、
賃
金
未
払
い
、

労
働
条
件
の
切
り
下
げ
、
い

じ
め
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
「
職

場
で
の
悩
み
」
に
つ
い
て
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
８
日
（
火
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷　

相
談
室
Ｂ

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
筑

豊
労
働
者
支
援
事
務
所
☎

（
０
９
４
８
）
２
２
局
１
１

４
９
番
ま
で

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

の
１
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

福
岡
法
務
局
直
方
支
局
で
は
、

次
の
と
お
り
人
権
週
間
に
合

わ
せ
て
特
設
相
談
所
を
開
設

し
、
法
務
局
職
員
と
人
権
擁

護
委
員
が
人
権
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
の

予
約
は
不
要
で
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
５
日
（
月
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
相
談
内
容　

家
庭
内
の
も

め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
法
務

局
直
方
支
局
☎
２
２
局
１

１
４
４
番
ま
で

障
が
い
等
を
持
つ
人
の

就
職
相
談
会
を
行
い
ま
す

ウ
イ
ン
グ
直
方
で
は
、
精

神
障
が
い
、
身
体
障
が
い
、
知

的
障
が
い
、
難
病
、
ひ
き
こ

も
り
等
が
あ
る
人
の
就
職
相

談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

仕
事
に
対
し
て
の
悩
み
、
生

活
の
悩
み
等
に
つ
い
て
本
人

及
び
家
族
か
ら
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
ま
ず
は
、
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
22
日
（
火
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷　

研
修
室
Ａ
・
Ｂ

●
問
い
合
わ
せ　

ウ
イ
ン
グ

直
方
☎
２
２
局
０
６
０
４

番
ま
で

障
が
い
者
の

職
業
訓
練
生
募
集

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
次
の
と
お
り
平

成
29
年
度
の
訓
練
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
員　

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
製
図
科
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
設
計
科
・
商
業
デ
ザ
イ

ン
科
・
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス

科
・
建
築
設
計
科
・
流
通

ビ
ジ
ネ
ス
科
・
総
合
実
務

科
、
各
10
人
程
度
。
流
通

ビ
ジ
ネ
ス
科
音
声
パ
ソ
コ

ン
コ
ー
ス
は
３
人
程
度

●
訓
練
期
間　

１
年
間
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
設
計
科
は
２
年
間

●
応
募
資
格　

身
体
障
害
者

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
取
得
し
て
い
る
人

及
び
取
得
可
能
な
人
。
精
神

障
が
い
を
持
つ
人
で
、
統
合

失
調
症
・
そ
う
う
つ
病
・
て

ん
か
ん
の
い
ず
れ
か
の
診
断

を
受
け
て
お
り
、
主
治
医
の

意
見
書
の
写
し
を
提
出
で
き

る
人
。
総
合
実
務
科
は
療
育

手
帳
等
を
取
得
し
て
い
る
人

●
応
募
受
付
期
間　

11
月
２

日
（
水
）
か
ら
平
成
29
年

１
月
６
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
、
福
岡
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
☎
（
０
９
３
）
７

４
１
局
５
４
３
１
番
ま
で

相
談

鞍手町で“人が集い、交流する拠点をつ
くる！ ”を目的に、農産物・加工品・雑貨・
飲食物などの出店販売と、人が集える場所
を提供する「くらてのまるしぇ」を開催し
ます。鞍手町の旬の食材や“ヒト”や“モノ”
が集まり、新たな価値が生まれる場所にし
ていきたいと考えていますので、ぜひご来
場ください。
● とき　12 月４日（日）午前 10 時から午後

１時まで（３月・６月・９月・12 月の第
１日曜日に定期開催予定）。少雨決行です
が、中止・延期の場合は２日前までに町
ホームページなどでお知らせします

● ところ　くらじの郷 中庭 芝生広場（鞍手
町大字新延４１４番地１）

● 問い合わせ　役場地域振興課☎４２局２
１１１番まで

「くらてのまるしぇ」に来ませんか？

募
集
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求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
、
次
の
と
お
り
高
等
工

科
学
校
生
徒
（
一
般
）・
自
衛

官
候
補
生
（
男
子
）
の
採
用

試
験
及
び
自
衛
隊
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

●
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一

般
）　

▽
試
験
期
日
＝
平
成

29
年
１
月
21
日
（
土
）
▽

受
験
資
格
＝
平
成
29
年
４

月
１
日
現
在
で
、
15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子
▽
申

込
受
付
期
間
＝
11
月
１
日

（
火
）
か
ら
平
成
29
年
１
月

６
日
（
金
）
ま
で

●
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）　

▽
試
験
期
日
＝
11
月
26
日

（
土
）
▽
受
験
資
格
＝
平
成

29
年
４
月
１
日
現
在
で
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男

子
▽
申
込
期
限
＝
11
月
16

日
（
水
）

●
自
衛
隊
説
明
会　

▽
と
き

＝
11
月
12
日
（
土
）、
13
日

（
日
）。
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
10
時
か
ら
（
午
前
の

部
）、
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
午
後
の
部
）
▽
と
こ
ろ
＝

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

（
飯
塚
市
川
津
６
３
９

－

１
）
▽
内
容
＝
自
衛
隊
の

概
要
及
び
募
集
内
容
の
説

明
、
質
疑
応
答

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
飯
塚

地
域
事
務
所
☎
（
０
９
４

８
）
２
２
局
４
８
４
７
番

ま
で

人
権
週
間
の
集
い

街
頭
啓
発
・
講
演
会
を

行
い
ま
す

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人

権
週
間
で
す
。
町
で
は
、
毎

年
12
月
に
「
人
権
週
間
の
集

い
」
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

も
次
の
と
お
り
街
頭
啓
発
及

び
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
人

権
は
す
べ
て
の
人
に
与
え
ら

れ
た
権
利
で
す
。
皆
さ
ん
も

人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
街
頭
啓
発　

12
月
１
日

（
木
）
午
前
７
時
か
ら
Ｊ
Ｒ

鞍
手
駅
周
辺
で
、
午
前
11

時
30
分
か
ら
巌
流
市
場
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
ス
ー

パ
ー
川
食
、
福
岡
ひ
び
き

信
用
金
庫
、
サ
ン
グ
リ
ー

ン
鞍
手
、
ナ
フ
コ
、
ト
ラ
イ

ア
ル
周
辺
で
啓
発
グ
ッ
ズ

（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）
の
配
布
を

行
い
ま
す

●
講
演
会　

▽
と
き
＝
12
月

９
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館

▽
講
師
＝
ア
イ
ヌ
古
布
絵

作
家
・
宇
梶
静
江
さ
ん
▽

演
題
＝
ア
イ
ヌ
民
族
に
生

ま
れ　

ア
イ
ヌ
と
し
て
生

き
る
▽
手
話
通
訳
＝
有
り

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生

涯
学
習
係
ま
で

懐
か
し
い
あ
の
人
と
再
会

鞍
手
町
成
人
式

平
成
28
年

度
の
成
人
式

を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

該
当
す
る
人

に
は
12
月
初

旬
に
往
復
は

が
き
で
ご
案
内
し
ま
す
。
町

内
の
中
学
校
を
卒
業
後
に
町

外
に
転
出
し
て
い
る
人
で
、

鞍
手
町
の
成
人
式
に
出
席
を

希
望
す
る
人
は
教
育
課
生
涯

学
習
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
対
象
者　

平
成
８
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

●
と
き　

平
成
29
年
１
月
８

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

受
付
開
始

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生

涯
学
習
係
ま
で

防
災
行
政
用
無
線
の

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

町
で
は
、
地
震
・
津
波
や

武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に

備
え
、
次
の
と
お
り
情
報
伝

達
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の

訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を

用
い
た
訓
練
で
、
鞍
手
町
以

外
の
地
域
で
も
様
々
な
手
段

を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練
が

行
わ
れ
ま
す
。

●
と
き　

11
月
29
日
（
火
）

午
前
11
時
ご
ろ

●
放
送
内
容　

①
上
り
チ
ャ

イ
ム
音
②
こ
れ
は
、
テ
ス

ト
で
す
（
３
回
）
③
こ
ち

ら
は
、
ぼ
う
さ
い
鞍
手
町

くらしの情報

試
験

お
知

ら
せ

町では、９月に開催した体験型婚活イベ
ントに引き続いて、第２弾のお見合い企画

「鞍手発� 学校 De 婚活 Party」を開催し
ます。統廃合により使わなくなった学校で、
現在はコスプレ等のイベントやインキュ
ベーション施設として活用中のくらて学園
を会場に、学校でしか体験できない新しい
形の婚活イベントを提案します。

イベント当日は、鞍手町シティプロモー
ション公認サポーターの山本華世さんが皆
さんをコーディネートしてくれます。
● 対象者　20 歳以上の独身男女
● 内容　学校をまるごと使った婚活Party（出

席確認、クラス替え、席替え形式の１対１
トーク、文化祭形式のフリートークなど）

● とき　12 月 10 日（土）午前 10 時から午
後３時 30 分まで

● ところ　くらて学園（旧鞍手南中学校）
（鞍手町大字新北９９３番地１）

● 募集人員　60 人（男性 30 人、女性 30 人）。
応募者多数の場合は抽選となります

● 参加費　3,000 円（お土産付）
● 申込期限　11 月25日（金）までに郵送また

は町ＨＰでお申し込みください（応募用紙
は公共施設及び町ＨＰに備え付けています）

● 申し込み・問い合わせ　役場政策推進課
政策係まで

～新しい出会いを見つけてみませんか～

山
本
華
世
さ
ん
が

あ
な
た
の
結
婚
を

応
援
し
ま
す

第２弾

鞍手発
　　   De
婚活Party
学校
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で
す
④
下
り
チ
ャ
イ
ム
音

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務

課
庶
務
管
財
係
ま
で

地
震
か
ら
家
を
守
る
�

住
ま
い
の
耐
震
化
教
室

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
地
震
に
備
え
て
、
建
物
の

耐
震
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
と
お
り
住
ま
い

の
耐
震
化
教
室
を
行
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
24
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午

ま
で

●
と
こ
ろ　

直
方
総
合
庁
舎

５
０
２
会
議
室
（
直
方
市

日
吉
町
９
番
10
号
）

●
申
込
方
法　

役
場
建
設
課

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
０
９
２
）
７
１
５

局
５
２
３
０
番
に
提
出
ま

た
は
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
・
希
望
会
場
を
入
力

し
た
メ
ー
ル
をkenshu@

fkjc.or.jp

に
送
信
し
て
く
だ

さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

申
し
込
み

期
限
な
ど
詳
し
く
は
、
福

岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

企
画
情
報
部
☎
（
０
９
２
）

７
８
１
局
５
１
６
９
番
ま

で
給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な

ど
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う

事
業
者
に
、
申
請
の
あ
っ
た

次
の
１
社
を
追
加
指
定
し
ま

し
た
。
水
道
工
事
は
町
が
指

定
し
た
工
事
事
業
者
し
か
で

き
ま
せ
ん
。

●
有
限
会
社
光
栄
工
業
▽
住

所
＝
福
岡
市
南
区
桧
原
七

丁
目
25
番
27
号
▽
電
話
＝

（
０
９
２
）
５
５
１
局
５
８

２
０
番

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
工
務
係
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
の

就
業
を
支
援
し
ま
す

福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
次
の
と
お
り
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
お
父

さ
ん
、
ま
た
か
つ
て
母
子
家
庭

だ
っ
た
寡
婦
の
人
を
対
象
に
、

介
護
事
務
の
資
格
取
得
を
目

指
す
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

平
成
29
年
１
月
13

日
か
ら
２
月
９
日
ま
で
の

う
ち
平
日
12
日
間
。
時
間

は
午
後
６
時
30
分
か
ら
９

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

立
岩
公
民
館
（
飯

塚
市
新
飯
塚
20
番
30
号
）

●
募
集
人
員　

12
人
（
書
類

選
考
、
開
講
人
数
に
満
た

な
い
場
合
は
中
止
）

●
受
講
料　

無
料
。
た
だ
し

テ
キ
ス
ト
・
検
定
料
の
一

部
五
千
円
は
自
己
負
担

●
託
児　

有
（
事
前
予
約
制
、

託
児
対
象
年
齢
は
１
歳
か

ら
就
学
前
ま
で
）

●
申
込
期
限　

12
月
22
日

（
木
）
必
着

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は

福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
９
４
８
）
２
１
局

０
３
９
０
番
ま
で

12
月
４
日
は

楽
し
い
秋
の
バ
ス
ハ
イ
ク

鞍
手
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、
次
の
と
お

り
母
子
・
父
子

家
庭
の
町
内
保

育
園
児
・
小
学

生
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
行
う
バ
ス
ハ
イ

ク
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
と
き　

12
月
４
日
（
日
）

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で

●
行
き
先　

城
島
高
原
パ
ー

ク
（
雨
天
実
施
）

●
対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の

町
内
保
育
園
児
・
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

40
人
（
先
着
順
）。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

●
集
合
場
所　

Ｊ
Ａ
直
鞍
く

ら
て
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
（
午
前
７
時
30
分

集
合
）

●
参
加
費　

入
園
料
・
昼
食

無
料
（
た
だ
し
、
保
護
者

は
千
円
。
乗
り
物
パ
ス
券

は
子
ど
も
の
み
無
料
）

●
申
込
期
間　

11
月
７
日

（
月
）
か
ら
18
日
（
金
）。

受
付
は
平
日
午
後
１
時
か

ら
５
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
☎
４
２
局

５
３
２
８
番
ま
で

くらしの情報

町と町商工会では次のとおり、地域金融
機関や地域団体と連携し、創業を希望・検
討する人や新たな事業展開を図ろうとする
事業者への支援を図るため、くらて起業塾
を開催します。町や県、国の創業に関する
サポート情報を的確に伝えるとともに、創
業・新事業に係る知識等を習得し、経営や
財務、人材育成、販路開拓など創業希望者
が求める支援に応じて創業実現を図るカリ
キュラムを組んでいます。

● ところ　▷第１回＝くらじの郷▷第２～
５回＝鞍手町商工会館

● 問い合わせ　申込方法など詳しいことは
鞍手町商工会☎４２局０３５７番まで

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！
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国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

21
年
11
月
２
日
か
ら
12
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者

証
が
利
用
で
き
る
の
は
70
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
）
か

ら
で
す
。

●
交
付
す
る
日　

11
月
22
日

（
火
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
国
保
年
金
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

外
来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。

も
し
、
入
院
や
高
額
な
外
来

診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
交
付
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認

定
証
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保

険
税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
国
保
年
金
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
証
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高

額
な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た

と
き
は
前
も
っ
て
交
付
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る

有
効
期
限
ま
で
外
来
診
療
に

も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん
・
過
去
一

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
、
入
院

期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

（
領
収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

　

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【９月中】 【累　計】
件 数 10 件（＋12） 件 数 260 件（－18）

死 者 00人（±10） 死 者 220人（－11）

傷 者 12 人（＋14） 傷 者 81 人（－18）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【９月中】 【累 計】

生活安全課からのお知らせ

　 休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

● 11 月の休日在宅医はありません

休日
在宅医

（かっこ内は前年比）

● とき　11 月９日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

刑法犯総数 129 件（＋17） 刑法犯総数 858 件（－105）

車上ねらい 6 件（－ 3） 車上ねらい 25 件（－ 59）

自転車盗難 11 件（＋ 1） 自転車盗難 111 件（＋ 19）

空き巣 6 件（－ 4） 空き巣 69 件（－ 10）
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の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
12
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
16
年
12
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
11
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

12
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
26
年
12
月
２
日
か
ら
昭

和
27
年
１
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
）
に
介
護
保
険
証

を
次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

将
来
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
や
介
護
認
定
の
申
請
の

と
き
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

●
交
付
す
る
日　

11
月
24
日

（
木
）、
25
日
（
金
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

栄
養
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く

お
弁
当
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す

町
で
は
、老
衰
や
身
体
障
が

い
、病
気
な
ど
の
理
由
で
調
理

を
す
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢

者
・
障
が
い
者
を
対
象
に
、
次

の
と
お
り
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
お
弁
当
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以

上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
人
、

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人

（
18
歳
以
上
で
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
）
な

ど（
事
前
に
実
態
調
査
あ
り
）

●
配
食
日　

毎
週
火
曜
日
と

木
曜
日
の
夕
食
時

●
本
人
負
担
額　

一
食
に
つ

き
三
百
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人
権
課
高
齢
者

支
援
係
ま
で

介
護
用
品
の

給
付
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

町
で
は
、
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
人
を
対

象
に
、
介
護
用
品
の
給
付
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

①
町
の
介
護
保

険
被
保
険
者
で
介
護
保
険

の
認
定
が
あ
る
在
宅
の
65

歳
以
上
の
人
ま
た
は
65
歳

未
満
の
初
老
期
認
知
症
に

該
当
す
る
人
②
介
護
保
険

認
定
時
の
主
治
医
の
意
見

書
に
尿
失
禁
あ
り
と
記
載

が
あ
り
、
お
む
つ
が
必
要

な
人
③
町
内
に
住
民
票
が

あ
り
居
住
し
て
い
る
人

●
支
給
用
品　

紙
お
む
つ
、

尿
取
り
パ
ッ
ド
な
ど
（
町

が
指
定
し
て
い
る
も
の
）

●
支
給
額（
月
額
）　

▽
世
帯
と

本
人
が
町
民
税
非
課
税
＝
六

千
円
以
内
▽
本
人
が
町
民

税
非
課
税
＝
三
千
円
以
内

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

保
育
士
就
職
支
援
金
の

貸
付
を
開
始
し
ま
し
た

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け

た
保
育
人
材
確
保
の
た
め
、

福
岡
県
で
は
次
の
と
お
り
「
保

育
補
助
者
」
を
雇
用
す
る
保

育
所
等
や
資
格
を
持
ち
な
が

ら
保
育
士
と
し
て
働
い
て
い

な
い「
潜
在
保
育
士
」に
対
し
、

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。
条

件
を
満
た
せ
ば
、
返
済
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

●
貸
付
額　

①
保
育
所
等
に

対
す
る
保
育
補
助
者
の
雇

上
費
貸
付
（
年
額
二
百
九

十
五
万
三
千
円
上
限
・
３

年
限
度
）
②
潜
在
保
育
士

に
対
す
る
保
育
料
の
一
部

貸
付
（
月
額
二
万
七
千
円

上
限
・
１
年
限
度
）
③
潜

在
保
育
士
に
対
す
る
就
職

準
備
金
貸
付
（
二
十
万
円

限
度
・
１
回
限
度
）

●
返
済
免
除　

①
は
保
育
補

助
者
が
貸
付
期
間
中
に
保

育
士
資
格
を
取
得
し
た
場

合
。
②
・
③
は
県
内
の
保

育
所
等
に
２
年
間
勤
務
し

た
場
合

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
社

会
福
祉
協
議
会
総
務
課
☎

（
０
９
２
）
５
８
４
局
３
３

７
７
番
ま
で

い
た
ず
ら
イ
ノ
シ
シ
を

退
治
し
ま
す

イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
作
物
の

被
害
を
防
ぐ
た

め
、
町
で
は
、

猟
友
会
の
協
力
を
得
て
イ
ノ

シ
シ
の
駆
除
を
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
日
の
出
か
ら
日

の
入
り
ま
で
猟
犬
と
猟
銃
を

使
っ
て
駆
除
を
し
ま
す
の
で
、

山
に
入
る
と
き
は
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
駆
除
期
間　

11
月
１
日

（
火
）
か
ら
平
成
29
年
３
月

31
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
農
業
振
興
係
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟
（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
11
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

７
日
（
月
）、
14

日
（
月
）、
20
日
（
日
）、

21
日
（
月
）、
28
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

博
物
館
休
館
の
お
知
ら
せ

歴
史
民
俗
博
物
館
（
本
館
）

は
、
改
修
工
事
の
た
め
、
12

月
12
日
（
月
）
か
ら
平
成
29

年
２
月
28
日
（
火
）
ま
で
休

館
い
た
し
ま
す
。
な
お
石
炭

資
料
展
示
場
は
通
常
ど
お
り
、

開
館
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

歴
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第 33 回ラージボール卓球大会を次のとお
り開催します。多くの皆さんの参加をお待ち
しています。
● とき　12 月 11 日（日）午前９時から（午

前８時 30 分開場）
● ところ　町立体育館
● 参加資格　町内に住んでいる人や勤めて

いる人、鞍手町卓球連盟の会員
● 種目　①男子シングルス②女子シングル

ス③ミックスダブルス
● 試合形式　パート別予選リーグ戦後、順

位別トーナメント戦。試合球はラージボー
ル（ニッタク）。組合せは、事務局が調整
し決定する

● 参加費　無料
● 申し込み締め切り　11 月 30 日（水）まで
● 申し込み・問い合わせ　鞍手町体育協会

事務局（中央公民館内）☎４２局７２０
０番まで

卓球大会の参加者を募集します
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●町の人口・９月の人の動き

平成 28 年 11 月号  No.683

・人口　16,530 人
・男性　 7,862 人
・女性　 8,668 人
・世帯数  7,541 世帯

（平成 28 年９月 30 日現在）

・出生  7 人
・死亡  17 人
・転入  43 人
・転出    38 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報委員会
発行●鞍手町

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

11月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 火

2 水

3 木 文化の日　第31回少年の主張大会（中央公民館：９時～）

4 金 補聴器相談（役場：13時～14時、15ページ参照）

5 土

6 日

7 月

８ 火 乳幼児相談（福祉センター、12ページ参照）

９ 水

10 木
１歳半、３歳健診（福祉センター、12ページ参照）
無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、15ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、15ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、15ページ参照）

11 金 くらて起業塾（くらじの郷：18時 30分～、17ページ参照）

12 土 子どものお話の会（歴史民俗博物館：11時～、10ページ参照）

13 日 くらて起業塾（鞍手町商工会館：13時 30分～、17ページ参照）

14 月

15 火

16 水

17 木 補聴器相談（役場：13時～14時、15ページ参照）

18 金

19 土

20 日 公民館講座「野鳥観察」（旧中央公民館長谷別館南側広場：９時～
11時、８ページ参照）

21 月

22 火
４か月健診（福祉センター、12ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、15ページ参照）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～、18ページ参照）

23 水 勤労感謝の日

24 木
７か月、12か月健診（福祉センター、12ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、15ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、19ページ参照）

25 金
国民健康保険税（第６期分）、
後期高齢者医療保険（第５期分）納期限（14ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、15ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、19ページ参照）

26 土 公民館講座「コケ玉づくり」（中央公民館：９時30分～12時、８ペー
ジ参照）

27 日 くらて起業塾（鞍手町商工会館：13時 30分～、17ページ参照）

28 月

29 火

30 水

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

【ピリ辛揚げ焼きさんま】　１人当たりの栄養価　361kcal

　

【きのこの中国風きんぴら】　１人当たりの栄養価　18kcal

テーマ
「血糖値を上げない献立づくり」

■材料（４人分）
さんま（４尾）、片栗粉（適宜）、サラダ油（大さじ３）、【A
…しょうゆ（大さじ３）、砂糖（大さじ２）、酒（大さじ３）、
みりん（大さじ 1.5）、酢（大さじ 1/2）、豆板醤（大さじ
1/2）】、小ねぎ（10g）、鷹の爪（適宜）、レタス（50g）

■材料（４人分）
しめじ（80g）、えのき茸（80g）、エリンギ（50g）、ごま油（小
さじ 1/2）、酒（大さじ２）、オイスターソース（小さじ２）、
あらびき黒こしょう（少々）

■作り方
① さんまは頭と尾を切り落としてワタを抜き、水洗いして

水気をふき取る。さんま 1 尾を４等分に切り、片栗粉を
まぶす。Aは合わせておく。

② フライパンにサラダ油を熱し、さんまを並べ入れフタをし
て両面こんがり焼く。余分な油は
キッチンペーパーなどでふき取る。

③ ②に合わせたAを加えて、さんま
にからめる。レタスとさんまを器
に盛って、小口切りにしたねぎと
鷹の爪を振る。

■作り方
① きのこ類は 石づきを除いて食べやすく切る。フライパ

ンに酒を軽く煮立てて、きのこ
を加えていり煮にし、しんなりと
なったらオイスターソースを加え
て混ぜる。

② 汁気がなくなってきたらごま油を
加えて混ぜ、こしょうを振る。

●糖尿病の予防と改善
１．肥満を解消する

適正体重＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×22
２．規則正しい時間に食べる
３．3食を均一に食べる
４．主食・主菜・副菜を揃える
５．お菓子は控えめに、甘い飲み物は飲まない
６．お酒は控えめに、週に２日は休肝日を
７．運動習慣をつける


